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全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主
催

の
、「
第
六
〇
回
年
次
大
会
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｓ
大
会
」
は
、
七
月
二
十
七
日

(

金)

に
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
回
か
ら
各
協
組
の
担
当
で

は
な
く
、
連
合
会
が
担
当
し
て

の
第
一
回
目
の
大
会
と
な
り
、 

七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日

の
五
日
間
開
催
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｓ
２
０
１
８
」
の
会
期
中
に

開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

■

日
時 

平
成
三
十
年
七
月

二

十

七

日(

金) 

受

付

開

始 

午
後
一
時
半 

■

会
場 

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
東
展
示
場
一
階
レ
セ
プ
シ
ョ 

             
 

ン

ホ

ー

ル 

江

東

区

有

明

三
の
十
一
の
一 

■

会
費 

一
名
・
一
万
六
千

円(

一
律) 

■

内
容 

記
念
式
典(

表
彰

式
・
大
会
宣
言) 

午
後
一
時
半

よ
り
三
時 

午
後
三
時
よ
り
午

後
五
時
ま
で
開
催
中
の
「
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｓ
２
０
１
８
」
を
見
学 

■

懇
親
会 

午
後
五
時
半
よ

り
七
時
半(

お
笑
い
芸
人
ラ
イ

ブ) ■

第
二
十
八
回
シ
ー
ル
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト 

七
月
二
十
六

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
「
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
８
」
の
期
間
中

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。(

初
日

の
み
午
前
十
一
時
よ
り
五
時
ま

で
展
示) 

■

参
加
申
し
込
み 

す
で
に

送
付
済
み
の
参
加
申
込
書
で
、

六
月
十
五
日(

金)

ま
で
に
組
合

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
下

さ
い
。 

■

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
８ 

Ｉ

Ｇ

Ａ

Ｓ

は

出

展

社

二

八

五
社
、
二
六
〇
五
小
間
の
規
模

で
、
印
刷
会
社
の
顧
客
で
あ
る

ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
の
視
点
に

立
っ
た
印
刷
及
び
ク
ロ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
発
信
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

田
中
祐
会
長
挨
拶(

要
旨) 

 
 

今

回

は

Ｉ

Ｇ

Ａ

Ｓ

２

０

１

８
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
Ｖ
ｅ
ｎ

ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｉ
ｎ
ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ

ｅ 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

～
変
わ
る
印

刷
、
変
え
る
未
来
～
』
に
照
ら

し
、
関
東
三
協
組
の
若
手
メ
ン

バ
ー
と
協
賛
会
の
皆
さ
ん
を
軸

と
し
た
実
行
委
員
会
を
軸
と
し

た
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
搭

連
合
会
が
直
接
的
に
運
営
す
る
、

新
た
な
ス
タ
イ
ル
で
の
第
一
回

目
の
大
会
と
な
り
ま
す
。 

年

次

大

会

は

傘

下

の

九

協

同
組
合
の
組
合
員
、
会
友
、
協

賛
会
員
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
知
己
を
深
め

る
と
同
時
に
新
た
な
出
会
い
が

生
ま
れ
、
諸
情
報
の
交
換
な
ど

を
通
じ
て
交
流
、
親
睦
を
深
め

ら
れ
る
、
大
変
貴
重
な
場
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
私
は
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
お
迎
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。 
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リ
ン
テ
ッ
ク(

西
尾
弘
之
社

長)

で
は
、
四
月
二
日
に
今
年
度

採
用
の
新
入
社
員(
本
社
採
用

四
十
人
、
工
場
採
用
三
十
六
人

計
七
十
六
人)

の
入
社
式
を
行

い
、
西
尾
社
長
が
次
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
骨
子
は
次
の

通
り
。 

二

〇

一

九

年

度

を

最

終

年

度
と
す
る
三
か
年
中
期
経
営
計

画

「

L
IP

(L
IN

T
E

C
 

IN
N

O
VA

T
IO

N
 

P
L

A
N

)-

二

〇
一
九
」
の
二
年
目
に
入
っ
た
。

初
年
度
の
業
績
は
、
残
念
な
が

ら
当
初
目
標
に
わ
ず
か
に
届
か

な
い
見
通
し
だ
。 

 

    

最
終
年
度
の
目
標
達
成
に
向
け

て
鍵
と
な
る
今
年
度
を
、“
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
加
速
す

る
年
”
と
位
置
づ
け
た
。
皆
さ

ん
に
は
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ 

ョ
ン
を
持
っ
て
、
一
日
も
早
く

若
い
力
を
注
い
で
も
ら
い
た
い 

会

社

は

持

続

的

成

長

を

目

指
す
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
社
グ

ル
ー
プ
と
し
て
も
、
国
連
が
掲

げ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で

あ
る
「SD

G
s

」
を
経
営
に
組
み

入
れ
、
事
業
活
動
を
通
じ
て
積

極
的
に
社
会
的
課
題
の
解
決
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

皆

さ

ん

は

そ

の

こ

と

を

十

分
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ま
ず

は
ど
ん
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、

情
熱
と
責
任
感
を
持
っ
て
成
し

遂
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
一
生

懸
命
、
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
れ
ば
、
た
と
え
苦
労
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
仕

事
を
成
し
遂
げ
た
時
の
達
成
感

は
大
き
く
、
仕
事
が
楽
し
く
な

っ
て
く
る
。 

Ｉ

ｏ

Ｔ

の

普

及

や

Ａ

Ｉ

の

進
化
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
付
随

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
製
品

の
登
場
な
ど
、
今
は
ま
さ
に
変

化
の
時
代
と
い
え
る
。
一
人
で

し
っ
か
り
時
間
を
か
け
て
、
完

璧
を
目
指
す
と
い
う
姿
勢
は
も

ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、
時
に
は
早

い
段
階
で
先
輩
・
上
司
な
ど
に

相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
迅
速
に

問
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と

い
う
姿
勢
も
必
要
。
常
に
ス
ピ

ー
ド
を
意
識
し
て
、
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
軽
く
日
々
の
仕
事
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。 

お

客

様

第

一

の

精

神

と

Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
精
神
。
こ
の
二
つ
を
皆

さ
ん
に
は
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。

お
客
様
が
当
社
に
対
し
て
、
あ

る
い
は
そ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
価
値
を
見
出
し
て
く

れ
る
こ
と
で
、
当
社
は
存
続
す

る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
に
皆

さ
ん
や
そ
の
家
族
の
幸
せ
に
も

つ
な
が
る
。
そ
の
こ
と
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

そ
し
て
同
時
に
、
自
分
の
行

動
が
社
会
人
と
し
て
、
一
人
の

人
間
と
し
て
正
し
い
か
ど
う
か

を
常
に
考
え
、
お
客
様
や
周
囲

の
人
へ
の
感
謝
と
敬
い
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
。 

「
日
本
の
ラ
ベ
ル
市
場 

二
〇
一
八
」
を
発
刊 

ラ
ベ
ル
新
聞
社 

 

ラ

ベ

ル

新

聞

社

は

今

年

も

「
日
本
の
ラ
ベ
ル
市
場
二
〇
一

八
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。 

本
書
は
、
継
続
的
な
独
自
調

査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
膨
大
な

情
報
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
分

析
。
詳
細
デ
ー
タ
を
多
数
掲
載

す
る
こ
と
で
、
国
内
外
市
場
の

現
状
と
将
来
を
予
測
し
て
い
る
。 

掲

載

内

容

は

①

ラ

ベ

ル

市

場
の
動
向
②
ラ
ベ
ル
需
要
分
野

の
動
向
③
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
の

動
向
④
主
要
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社

の
概
要
⑤
印
刷
用
粘
着
紙
の
動

向
⑥
ラ
ベ
ル
印
刷
機
の
動
向
⑦

ラ
ベ
ル
用
周
辺
資
材
の
動
向
⑧

ラ
ベ
ル
用
周
辺
機
材
の
動
向
、

の
八
章
で
構
成
。 

体

裁

は

Ａ

四

上

製

本

一

八

〇
ペ
ー
ジ
。
販
売
価
格
は
三
万

二
千
四
百
円
（
税
込
み
・
送
料

別
）
。 

書
籍
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ラ

ベ
ル
新
聞
社
・
販
売
部
（
☎
三

八
六
六-

六
五
七
七
）
ま
で
。
部

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
お
早

め
の
ご
予
約
を
と
し
て
い
る
。 

 

                                 

リ
ン
テ
ッ
ク
入
社
式
で
西
尾
社
長
が 

お
客
様
第
一
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
精
神
を
訴
え
る 

入社式であいさつする西尾社長  



 
  

 ■

遺
産
相
続
の
種
類
と
流
れ 

遺
産
相
続
の
相
続
分
に
は
、

被
相
続
人
が
遺
言
に
よ
っ
て
指

定
で
き
る
「
指
定
相
続
分
」
と

遺
言
書
が
な
い
場
合
に
用
い
る

民
法
で
定
め
ら
れ
た
「
法
定
相

続
分
」
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書

の
有
無
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の

手
続
の
流
れ
も
異
な
り
ま
す
。 

■

遺
言
書
が
あ
る
場
合
の
指
定

相
続
分
と
は 

被
相
続
人
は
、
生
前
遺
言
書

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財

産
の
相
続
分
を
自
由
に
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
遺
言

書
に
よ
る
相
続
分
を
指
定
相
続

分
と
い
い
ま
す
が
、
相
続
人
に

は
最
低
限
得
る
こ
と
の
で
き
る

「
遺
留
分
」
が
民
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

指
定
相
続
分
・
被
相
続
人
は
、

財
産
を
譲
る
相
続
人
や
相
続
人

毎
の
相
続
分
の
割
合
を
遺
言
書

に
記
載
す
る
こ
と
で
、
財
産
分

与
の
方
法
を
指
定
で
き
ま
す
。

こ
の
遺
言
に
よ
り
指
定
さ
れ
る

相
続
分
を
指
定
相
続
分
と
い
い

ま
す
が
、
被
相
続
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
る
一
方
で
、
特
定
の 

   
 

人
に
だ
け
有
利
に
な
っ
た
り
、

法
定
相
続
人
が
遺
産
を
相
続
で

き
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

法
定
相
続
分
・
被
相
続
人
に

よ
る
指
定
相
続
分
以
外
に
、
民

法
で
は
法
定
相
続
人
が
相
続
す

る
遺
産
の
割
合
を
定
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
法
定
相
続
分
と
い

い
ま
す
が
、
遺
言
書
で
指
定
相

続
分
が
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■

遺
言
書
が
あ
る
場
合
と
な
い

場
合
に
す
る
こ
と
は 

 

被
相
続
人
が
亡
く
な
る
と
同

時
に
遺
産
相
続
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
が
、
遺
言
書
が
あ
る
場
合

と
な
い
場
合
と
で
は
、
そ
の
後

の
遺
産
相
続
手
続
の
流
れ
が
変

わ
り
ま
す
。 

■

あ
る
場
合
に
は
検
認
を 

 

遺
言
書
を
発
見
し
た
ら
、
相

続
人
は
家
庭
裁
判
所
に
「
検
認
」

の
申
立
て
を
行
い
ま
す
。
検
認

と
は
、
遺
言
書
が
存
在
す
る
こ

と
及
び
そ
の
遺
言
書
が
本
当
に 

被
相
続
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す 

    

る
手
続
で
す
。
検
認
を
せ
ず
に

遺
言
を
執
行
す
る
と
五
万
円
以

下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

■

な
け
れ
ば
相
続
人
全
員
に
よ

る
協
議
を 

 

遺
言
が
な
い
場
合
に
は
相
続

人
全
員
で
遺
産
分
割
協
議
を
行

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
民
法
で

定
め
ら
れ
た
法
定
相
続
分
を
目

安
に
分
割
の
話
し
合
い
を
進
め

て
い
き
ま
す
が
、
相
続
人
全
員

の
合
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
協

議
は
不
成
立
に
終
わ
り
ま
す
。

相
続
人
の
中
に
未
成
年
や
認
知

症
の
人
が
い
る
場
合
に
は
、
代

理
人
が
必
要
で
す
。 

■
遺
産
分
割
協
議
が
揉
め
た
ら

調
停
・
審
判
へ 

 

遺
産
分
割
協
議
で
話
し
合
い

が
揉
め
た
り
欠
席
者
が
い
た
り

し
て
相
続
人
全
員
の
合
意
が
得

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
遺
産
分

割
調
停
」
を
家
庭
裁
判
所
に
申

し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
調
停
で
も
話
が
ま
と

ま
ら
な
い
場
合
に
は
審
判
に
移

行
し
、
裁
判
官
に
よ
る
判
断
を

仰
ぎ
ま
す
。 

■

遺
留
分
と
は 

被
相
続
人
は
、
遺
言
書
で
相

続
人
や
相
続
分
を
自
由
に
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

特
定
の
相
続
人
の
み
が
利
益
を

受
け
、
他
の
相
続
人
に
不
公
平

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
、
民
法
で
は
「
遺
留
分
」
と

い
う
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

被
相
続
人
が
遺
言
書
で
相
続

人
や
相
続
分
を
指
定
し
て
い
て

も
、
他
の
相
続
人
に
は
最
低
限

得
ら
れ
る
財
産
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
分
の
こ
と

を
遺
留
分
と
い
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
相
続
人
の
不
利
益
を
回
避

す
る
た
め
に
法
律
で
定
め
ら
れ

た
制
度
で
す
。 

 

遺
留
分
が
認
め
ら
れ
る
法
定

相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
配
偶

者
お
よ
び
直
系
卑
属
で
あ
る
子

と
孫
、
直
系
尊
属
で
あ
る
父
母
、

祖
父
母
の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
法
定
相
続
人
で
も
兄
弟

姉
妹
に
は
遺
留
分
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。 

《
参
考
資
料
》 

https://w
w

w
.souzokuhirob

a.com
/w

akekata/rem
ains-

of-the-w
ill.htm

l 
 

                                 

 

い
ま
さ
ら
人
に
は
聞
け
な
い
常
識
に
つ
い
て
④ 

遺
産
相
続
に
は
指
定
相
続
分
と
法
定
相
続
分
が
あ
る 

https://www.souzokuhiroba.com/wakekata/remains-of-the-will.html
https://www.souzokuhiroba.com/wakekata/remains-of-the-will.html
https://www.souzokuhiroba.com/wakekata/remains-of-the-will.html


  
  

 

中
小
企
業
庁
は
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
導
入
や
経
営
資
源
の
有
効

活
用
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

積
極
的
な
海
外
展
開
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
取
込
み
、
多
様

な
人
材
活
用
や
円
滑
な
事
業
承

継
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
二
〇
一
八
年
「
は
ば

た
く
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
三
〇
〇
社
」
と
し
て
選
定
し

た
が
、
こ
の
中
に
当
業
界
か
ら

三
社
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ■

㈱
佐
々
木
印
刷 

所
在
地 

岩
手
県
北
上
市
口

内
町
堰
根 

九
一-

四 

代
表
者 

代

表

取

締

役

社

長 

佐

々

木 

信
雄 

設 

立 

一
九
八
〇
年 

資

本
金 

千
五
百 

万
円 

従
業
員

数 

二
〇
人 

ポ
イ
ン
ト
・
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
製
品
づ
く
り
を
経
営
理

念 

と
し
、
台
紙
不
要
の
ラ
ベ

ル
・
シ
ー
ル
を
開
発
、 

主
力
製

品
に
成
長
し
て
い
る
。 

① 

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
導
入
に 

 

実
現
し
、
付
加
価
値
向
上 

  

よ
り
、
多
品
種
・
少
量
受
注
が

実 
 

②
企
業
内
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
実
現
と
太
陽
光
発
電
に
よ
る

経 

費
節
減
、
業
務
効
率
化  

③
地
域
企
業
の
資
源
を
活
用
し
、

被
災
企
業
、
福
祉
作
業
所
連
携 

に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
確
立 

会
社
概
要
・
一
九
八
〇
年
、
ラ

ベ
ル
・
シ
ー
ル
印
刷
業
を
創
業

し
、
順
調
に
成
長
し
て
き
た
。

し
か
し
、
海
外 
の
格
安
製
品
に

対
抗
す
る
た
め
一
九
九
一
年
か

ら
台
紙
不
要
シ
ー
ル
の
開
発
に

着
手
。
一
九
九
八 

年 

に
特
許

出
願
す
る
と
と
も
に
商
品
化
し
、

全
国
自
治
体
の
ご
み
処
理
に
使

用
さ
れ
る
。
ま
た
、
ス
ー 

パ
ー

等
で
使
用
す
る
ラ
ベ
ラ
ー
で
貼

付
す
る
製
品
を
開
発
し
大
手
メ

ー
カ
ー
の
商
品
ラ
ベ
ル
に
使
用 

さ
れ
る
ほ
か
、
安
全
・
安
心
な

「
糊
」
を
使
用
す
る
製
品
も
開

発
し
、「
江
刺
リ
ン
ゴ
」
な
ど
食

品 

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

革
新
的
な
製
品
開
発
や
創
造

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す

る
取
組
の
内
容 

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
導
入
に
よ 

     る
高
付
加
価
値
化 

開

発

製

品

の

高

付

加

価

値

化
を
図
る
た
め
、
二
〇
一
五 

年 

二 

月
に
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を

導
入
。
可 

変
情
報
機
能
を
付
加

す
る
こ
と
で
多
品
種
、
少
量
受

注
に
対
応
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

大
手
企
業
等
か
ら
の
新
た
な
受

注
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、「
連

ラ
ベ
ル
」
は
、
二
〇
一
四 

年
か

ら
福
島
原
発
の
復 

旧
作
業
に

従
事
す
る
作
業
員
の
防
災
服
の

識
別
表
示
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
ロ
ッ
ト
生 

産
が
可

能
な
こ
と
か
ら
、
自
社
商
品
の

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

に
な
り
、
次
の
項
で
述
べ
る 

新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
実
施

に
よ
り
、
よ
り
高
付
加
価
値
化

が
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。 

省
資
源
製
品
と
企
業
内
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
太
陽
光
発
電

で
効
率
化 

同
社
開
発
の
ラ
ベ
ル
は
、
原

料
で
台
紙
分 

六
〇
％
を
削
減

し
業
界
で
は
画
期
的
な
も
の
で
、

供
給
先
の
廃
棄
物
削
減
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
社
工
場
で
発
生
す
る
紙
端
材

廃
棄
物
を 

燃
料
と
す
る
暖
房

用
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
廃
棄
物
処
理
費
と
燃
料
費

を
年
間 

七
〇
〇
万 

円
節
減
。

さ
ら
に
、
太
陽
光
発
電
用
パ
ネ

ル 

四
〇
キ
ロ
を
設
置
し
、
年
間

一
五
〇
万
円
売
電
。
ま
た 

社
内

灯
な
ど
す
べ
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切

り
替
え
る
等
、
省
エ
ネ
効
果
は

年
間 

八
五
〇
万
円
と
な
り
、
経 

常
利
益
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。 

被
災
企
業
、
福
祉
作
業
所
と

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル 

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
は
自
社

製
品
を
持
た
ず
、
商
社
か
ら
の

受
注
生
産
が
主
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、 

独
自
市
場
を
開
拓
す
る

た
め
、
二
〇
一
六 

年
岩
手
国
体

で
の
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
「
い

わ
て
わ
ん
こ 

テ
ー
プ
」
の
開
発

販
売
を
契
機
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

二
〇
一
九 

釜

石
開
催
に
向
け
た
「
フ
ェ 

イ
ス

シ
ー
ル
」
の
開
発
を
行
い
、
既

に
、
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
実
証
試

験
ま
で
終
了
し
て
い
る
。
こ
れ 

ら
の
デ
ザ
イ
ン
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
地
元
の
福
祉
作
業
所
が
担
当

し
、
販
売
は
沿
岸
地
域
の
被
災

企
業 
が
行
う
な
ど
、
地
域
企
業

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
事
業
に 

                                 

中
小
企
業
庁
二
〇
一
八
年
版
に
業
界
か
ら
三
社
が 

「
は
ば
た
く
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
三
〇
〇
社
」 



取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
■

久
保
井
イ
ン
キ
㈱ 

所
在
地 
大
阪
府
大
阪
市
東

成
区
東
今
里 
二 

丁
目 

一
一 

–

二
三 

代
表
者
・
代
表
取
締
役

社
長 

久
保
井
伸
輔 
設
立 

一

九
五
一 

年 

資
本
金 
三
千
万

円 

従
業
員
数 

三
十
一
人 

ポ
イ
ン
ト
・
Ｕ
Ｖ 

イ
ン
キ
・

特
殊
イ
ン
キ
で
メ
デ
ィ
ア
・
印

刷 

の
進
化
を
支
え
、
新
た
な
価

値
と
喜
び
を
創
造
す
る 

①

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

市

場

へ

の

販
路
拡
大
の
た
め
、
ロ
ー
カ
ル

マ
ー
ケ
ッ 

ト
へ
直
接
輸
出  

②
高
度
な
技
術
・
対
応
力
に

裏
づ
け

さ
れ

た 

Ｕ
Ｖ 

イ
ン

キ
・
特
殊 

イ
ン
キ
の
国
内
シ
ェ

ア
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス  

③

経

営

者

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ
プ
に
よ
る
製
造
現
場
の
環
境

整
備
と 

法
令
遵
守
の
徹
底 

会
社
概
要
・
同
社
は
、
印
刷

用
イ
ン
キ
の
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
い
る
。
国
内
シ
ー
ル
ラ
ベ

ル

印

刷

用

イ

ン

キ 

で

は

、

11

％

の

市

場

シ

ェ

ア
を
持

っ

て
お
り
、
国
内
第 2 

位
の
規

模
で
あ
る
。 

ま
た
、
機
能
性
イ

ン
キ
で
は
、
高
度
な
偽
造
防
止

技
術
を
持
ち
、
国
内
の
住
民
票

用
紙
や
印
鑑
証 

明
書
に
使
用

さ
れ
る
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
防
止
等

の
偽
造
防
止
イ
ン
キ
で
は
国
内 

100

％
の
市
場
シ
ェ 

ア
を
獲

得
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
示
温

イ
ン
キ
や
香
料
イ
ン
キ
等
の
製

造

販

売

も

行

っ

て

い

る

企

業 

で
あ
る
。 

革
新
的
な
製
品
開
発
や
創
造

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す

る
取
組
の
内
容 

タ
イ
を
ハ
ブ
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
地
域
へ
の
販
路
拡
大
を
推

進 

過

去

に

も

印

刷

機

メ

ー

カ

ー
の
紹
介
等
で
輸
出
実
績
は
あ

る
も
の
の
、
台
湾
・
中
国
以
外

で
は
、 

そ
の
後
の
市
場
開
拓
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
の

国
内
市
場
の
縮
小
化
を
鑑
み
、

現
在
、
同
社 

が
本
格
的
に
海
外

展

開
を

進

め
て

い

る

中

で

、

2015 

年
に
中
小
機
構
の
支
援

（F
S 

現
地
調
査
と 

外
国
語

版
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
構
築
支
援
）

を
受
け
、
現
地
ロ
ー
カ
ル
市
場

へ
の
輸
出
を
開
始
し
た
。
現 

在
、

数
社
へ
の
輸
出
が
軌
道
に
乗
り
、

タ
イ
を
ハ
ブ
と
し
て 

Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ 

地
域
へ
の
販
路
拡
大
も

推
進
し
て
い
る
。
英
語
版
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
も
、
海
外
営
業
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。 

高
品
質
を
武
器
に
、
特
殊
イ

ン
キ
で
国
内
シ
ェ
ア
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス 

国

内

シ

ー

ル

ラ

ベ

ル

印

刷

用 

Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
で
は
、
第 

二 

位
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
持

っ
て
い
る
。 

ま
た
、
示
温
イ
ン

キ
や
香
料
イ
ン
キ
と
い
っ
た
特

殊
イ
ン
キ
の
う
ち
、
特
に
高
度

な
偽
造
防
止
技
術 

に
よ
る
イ

ン
キ
は
住
民
票
用
紙
・
印
鑑
証

明
書
等
に
使
用
さ
れ
、
国
内
シ

ェ
ア
は
百
％
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
の
強
み
は
「
絶
対
的
な
高

品
質
」
と
「
少
量
多
品
種
緊
急

対
応
」
で
あ
る
。
製
品
を 

顧
客

毎
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
印
刷

機
毎
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
対

応
力
・
機
動
力
に
よ
り
、
顧
客 

か
ら
の
評
価
を
得
て
い
る
。 

製

造

現

場

の

環

境

改

善

で

「
世
界
一
キ
レ
イ
な
イ
ン
キ
工

場
」
を
目
指
す 

経

営

者

の

強

力

な

リ

ー

ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
積
極
的
な
海

外
展
開
も
図
り
、
売
上
を
伸
ば

し
て
い
る
。
か
つ
て
は
「3K

」

の
現
場
で
あ
っ
た
イ
ン
キ
製
造

工
場
を
、「
世
界
一
キ
レ
イ
な
イ

ン
キ
工
場
」 

と
し
て
目
指
し
、

５
Ｓ
を
徹
底
し
、
環
境
に
も
配

慮
し
た
就
業
環
境
を
構
築
し
て

い
る
。 

ま
た
、
社
員
に
は
、
社

内
の
決
ま
り
事
を
全
社
員
が
し

っ
か
り
守
る
風
土
を
作
る
た
め

に
も
、
法 

令
遵
守
・
道
徳
的
マ

ナ
ー
を
徹
底
し
て
お
り
、
職
場

環
境
を
「
安
全
・
安
心
・
快
適
」

に
保
っ
て
い
る
。 

 ■

丸
金
印
刷
㈱ 

所
在
地 

千
葉
県
千
葉
市
花

見
川
区
幕
張
町 

二-

七
六
九
八

-

一 

代
表
者 

代
表
取
締
役
社

長 

川
合
榮
子 

設 

立 

一
九
一

四
年 

資
本
金 

八
千
万
円 

従

業
員
数 

一
八
〇
人 

ポ
イ
ン
ト
・
医
薬
品
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
特
化
し
、
最
新
鋭
の
設

備 

と
熟
練
し
た
技
術
で
高
品

質
の
製
品
を
提
供  

①
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
に
注
力
し
、
社
員
の
仕
事
と

家 

庭
の
両
立
や
地
域
社
会
の

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。  

②
デ
ジ
タ
ル
検
査
と
熟
練
検
査

員
に
よ
る
目
視
検
査
を
工
程
毎

に 

徹
底
し
、
高
レ
ベ
ル
な
品
質

管
理
を
実
現
し
て
い
る
。 

③
医
薬
品
・
化
粧
品
分
野
に
特

化
し
、
高
品
質
な
製
品
を
企
画
・

開
発
し
、
取
引
先
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。 

※
同
社
は
現
在
組
合
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

   
               

              

 



■

脳
卒
中
と
は 

 
脳
卒
中
と
い
う
の
は
脳
血
管

障
害
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
、

簡
単
に
い
う
と
脳
の
血
管
に
異

常
が
起
き
る
こ
と
で
引
き
起
こ

さ
れ
る
病
気
に
な
り
ま
す
。 

脳

の

血

管

が

破

れ

て

し

ま

っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と 

で
、
局
部
的
ま
た
は
脳
全
体
の

機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
状
態 

               で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
病

気
は
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
く

も
膜
下
出
血
が
あ
り
ま
す
が
、

脳
卒
中
は
こ
れ
ら
の
病
気
の
総

称
に
な
り
ま
す
。 

 
■

脳
梗
塞
と
は 

脳
梗
塞
は
、
血
栓
が
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
血
管
が
詰
ま
っ

て
し
ま
い
、
酸
素
が
行
き
渡
ら

な
く
な
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。 

細
胞
が
正
常
に
機
能
す
る
た
め

に
は
栄
養
も
必
要
で
す
が
、
も

っ
と
も
重
要
な
の
は
酸
素
に
な

り
ま
す
。
酸
素
が
不
足
し
て
し

ま
う
と
細
胞
は
壊
死
し
て
し
ま

う
た
め
に
、
局
部
的
に
機
能
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
脳
梗
塞
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 
■

脳
出
血
と
は 

脳
出
血
は
、
動
脈
硬
化
な
ど

に
よ
っ
て
血
管
が
も
ろ
く
な
り
、

さ
ら
に
高
血
圧
に
よ
っ
て
血
管

が
圧
迫
さ
れ
て
破
れ
て
し
ま
っ

て
脳
の
中
で
出
血
が
起
こ
っ
た

状
態
で
す
。 

血

液

が

流

れ

出

す

と

止

血

作
用
が
働
き
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
血
腫
と
い
う
塊
が
出
来

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
血
腫
が

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
と
、
正

常
に
機
能
し
て
い
る
脳
を
圧
迫

し
た
り
、
頭
の
圧
力
が
高
ま
っ

た
り
し
て
脳
の
働
き
を
鈍
ら
せ

て
し
ま
い
ま
す
。 

 ■

く
も
膜
下
出
血
と
は 

く

も

膜

下

出

血

と

い

う

の

は
、
脳
を
守
る
頭
蓋
骨
と
そ
の

骨
の
下
に
あ
る
く
も
膜
と
い
う

薄
い
膜
の
間
に
血
液
が
流
れ
込

ん
で
拡
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。 

脳
血
管
と
い
う
の
は
、
頭
蓋

骨
と
く
も
膜
の
隙
間
を
細
か
く

走
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
血
管
で

動
脈
硬
化
が
起
こ
っ
た
り
、
動

脈
瘤
が
出
来
た
り
す
る
と
、
血

圧
の
上
昇
に
よ
っ
て
い
き
な
り

破
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す

る
と
、
く
も
膜
の
下
に
血
液
が

流
れ
出
し
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、

意
識
不
明
な
ど
の
症
状
が
起
き

る
く
も
膜
下
出
血
と
な
り
ま
す
。 

■

脳
出
血
の
症
状 

ま
ず
、
脳
梗
塞
と
脳
出
血
の

代
表
的
症
状
で
最
も
多
い
の
は

片
麻
痺
で
、
顔
の
右
か
左
の
半

分
、
片
方
の
手
・
足
が
突
然
に

動
か
な
く
な
り
ま
す
。
同
じ
部

位
の
感
覚
が
鈍
く
な
っ
た
り
、

し
び
れ
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
両
側
の
指
先
が

徐
々
に
、
あ
る
い
は
時
々
、
し

び
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
脳
卒

中
の
症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

次
に
多
い
の
は
、
言
語
障
害

で
す
。
す
な
わ
ち
、
突
然
、
呂

律
が
回
ら
な
く
な
っ
た
り
、
言

葉
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
相
手

の
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
な
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
失
調
と
言
っ
て
、
手

足
の
麻
痺
は
な
い
の
に
、
急
に

足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
、
立
っ
た

り
、
歩
い
た
り
で
き
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
目
の
症
状
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
突
然
に
片
目
の
視
力
が
な

く
な
っ
た
り
、
視
野
の
一
部
が

見
え
な
く
な
っ
た
り
、
物
が
二

重
に
見
え
た
り
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
症
状
に
加
え
て
意

識
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
軽
い
場
合
は
、
な
ん

と
な
く
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と

い
う
印
象
で
す
が
、
重
症
の
場

合
は
、
強
く
呼
び
か
け
た
り
つ

ね
っ
た
り
し
て
も
、
目
を
閉
じ

た
ま
ま
で
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

次
に
、
く
も
膜
下
出
血
の
症

状
で
す
が
、
今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
激
し
い
頭
痛
が

特
徴
的
で
す
。
重
症
の
場
合
は

意
識
障
害
も
生
じ
ま
す
。
頭
痛

の
強
さ
は
発
症
時
に
ピ
ー
ク
に

達
し
、
そ
の
後
も
痛
み
は
持
続

し
ま
す
。
同
時
に
、
嘔
吐
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。 

い

ず

れ

も

一

刻

も

早

く

病

院
へ
行
く
こ
と
が
大
事
で
す
。 

《
参
考
資
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/for_
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No153 健康がいちばん !    

脳卒中とは脳梗塞や脳出血  

くも膜下出血の総称です 
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